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  上記補助事業について、厚生労働科学研究費補助金等取扱規程（平成１０年４月９

日厚生省告示第１３０号）第１６条第２項の規定に基づき下記のとおり研究成果を報

告します。 

記 

１．研究概要の説明 

（１）研究者別の概要

所属機関・
部署・職名 

氏名 
分担した研究項目 
及び研究成果の概要 

研究実施
期間 

直接経費の 
実支出額
（円） 

間接経費 
（円） 

国立感染症
研究所薬剤
耐性研究セ
ンター・第
四室室長

山岸拓也 アジア太平洋地域における薬

剤耐性病原体のアウトブレイ

ク対応力強化に資する研究

＜研究成果概要＞

ベトナム、ラオス人民民主共

和国での医療施設AMRアウト

ブレイク対応力強化指導者研

修では、国内医療従事者への

継続的な研修の重要性と基本

的な記述疫学の技能強化の必

要性が再確認された
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（２）研究実施日程

研究実施内容 

実 施 日 程 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

アジア太平洋地域におけ

る薬剤耐性病原体のアウ

トブレイク対応力強化に

資する研究

・WHO西太平洋地域事務

局（WPRO）訪問

令和7年9月7日～令和7年

9月12日

・WHOベトナムハノイ訪問

令和7年11月23日～令和7

年11月29日 

・WHOラオス人民民主共和
国事務所

令和8年2月8日～令和8年

2月15日 

→ → → 

→ 

→ → 

→ 

→ → → 

→ 

→ 

（注）研究代表者、研究分担者別に作成すること 

（３）．研究成果の説明 

2025年9月にWHO西太平洋地域事務局（WPRO）が主催した耐性菌・抗菌薬使用

量サーベイランスの会議に参加し、各国のAMR対策に関し情報収集を行った。医療

機関におけるAMRアウトブレイク対応力の研修に関しては、複数国が関心を持って

いた。 

2025年11月にWPROとWHOベトナム事務所がベトナムにおいて実施した研修を支

援した。本研修では、10の中核病院（各病院5名）を対象とし、カルバペネム耐性腸

内細菌目細菌感染症を題材としたシナリオに基づくグループワークに加え、カンジ

ダ・アウリス、AMRアウトブレイクにおける抗菌薬適正使用の役割、大規模アウト

ブレイクの対応をテーマとしたディスカッションを実施した。パネルディスカッシ

ョンのモデレーション、記述疫学に関する技術支援、ならびに日本におけるアウト

ブレイク対応経験の共有を通じて研修を支援し、医療機関間の活発な議論と参加者

間の認識共有を促進した。その結果、各医療機関における今後の具体的なアクショ

ンポイントが整理されるとともに、ベトナム語版AMRアウトブレイクガイダンスの

活用が共通認識の形成に有用であることが確認された。本研修支援は、医療機関間

ネットワークの強化に寄与するとともに、ベトナムにおけるAMRアウトブレイク対

応体制およびFETPの関与状況を把握する機会となった。

2026年2月にWPROとWHOラオス人民民主共和国事務所がラオス人民民主共和国

で実施した研修を支援した。研修に先立ち前年にアウトブレイクを経験した病院の

視察を実施し、現地の病院の様子を把握した。研修では、7の中核病院（30名）を対

象とし、ESBL産生肺炎桿菌を題材としたシナリオに基づくグループワークを実施し

た。記述疫学に関する技術支援、ならびに日本におけるアウトブレイク対応経験の

共有を通じて研修を支援し、医療機関間の活発な議論と参加者間の認識共有を促進
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した。その結果、各医療機関はAMR対策の現状を把握し、今後のAMR対策のアクシ

ョンポイントを整理し、実施可能な対策とその期日を設定することができた。本研

修支援は、各医療機関がAMR対策マニュアルを更新するための手助けになるととも

に、我々が本邦以外でのAMR対応の準備状況を把握する機会となった。 

これらの活動はWPROと連携し、アジア太平洋地域のAMRアウトブレイク対策の

更なる改善に貢献し、加えてAMR（薬剤耐性）に関するアジア太平洋ワンヘルス・

イニシアチブ（Asia-Pacific One Health Initiative on AMR：ASPIRE）の推進につなが

ったと考えられた。 

 

研究成果の刊行に関する一覧表：刊行書籍又は雑誌名（雑誌の時は、雑誌名、巻

数、論文名）、刊行年月日、刊行書店名、執筆者氏名 

 

該当なし 

 

研究成果による知的財産権の出願・取得状況：知的財産の内容、種類、番号、出願

年月日、取得年月日、権利者 
 
該当なし 
 
研究により得られた成果の今後の活用・提供： 
 
WHO西太平洋地域事務局が発行した医療機関におけるAMRアウトブレイク対応ガイダ
ンスの翻訳版「医療施設における薬剤耐性病原体のアウトブレイクへの対応 - 西太
平洋地域向けガイダンス」を、病院の感染対策に携わる人に広く利用してもらうた
め、国立感染症のサイトに掲載する 

 

 
２．令和7年度厚生労働行政推進調査事業費補助金研究報告書表紙 （別添１のとおり）     
                                                                                   
                  
３．令和7年度厚生労働行政推進調査事業費補助金研究報告書目次 （別添２のとおり）     
                                                                                   
                  
４．令和7年度厚生労働行政推進調査事業費補助金総括研究報告書 （別添３のとおり）     
                                                                                   
                 
５．令和7年度厚生労働行政推進調査事業費補助金分担研究報告書 （別添４のとおり）     
                                                                                   
                 
６．研究成果の刊行に関する一覧表          （別添５のとおり）                      
             

 
７．研究成果による特許権等の知的財産権の出願・登録状況                              
            
  （総括研究報告書、分担研究報告書の中に、書式に従って記入すること。）              
                                                                                   
          
８．健康危険情報                                                                    
            
 
特記すべきことなし 
 
９．厚生労働科学研究費における倫理審査及び利益相反の管理の状況に関する報告  （参
考：別添６） 
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                厚生労働行政推進調査事業費補助金（厚生労働科学特別研究事業） 

「アジア太平洋地域における薬剤耐性病原体のアウトブレイク対応力強化に資する

研究（25CA2034）」  

総括研究報告書 

 
 研究代表者  山岸 拓也 国立感染症研究所 薬剤耐性研究センター 
 

研究要旨 

 2025年9月、WHO西太平洋地域事務局（WPRO）主催の耐性菌・抗菌薬使用量サーベイ

ランス会議に参加し、各国のAMR（薬剤耐性）対策に関する情報収集を行った。その中

で、医療機関におけるAMRアウトブレイク対応力強化のための研修に対して複数国が高

い関心を示した。これを受け、2025年11月にはベトナムでWPROおよびWHOベトナム事

務所が実施した研修を支援した。10の中核病院から参加した医療従事者を対象に、カル

バペネム耐性腸内細菌目細菌感染症を題材とした演習や、カンジダ・アウリス、大規模

アウトブレイク対応等に関する討議を実施した。技術支援や日本の経験共有を通じて活

発な議論を促進し、各病院の具体的な行動計画の整理やベトナム語版ガイダンス活用の

有効性確認につながった。さらに2026年2月にはラオス人民民主共和国での研修を支援

し、7つの中核病院を対象にESBL産生肺炎桿菌を題材とした演習を実施した。参加施設は

現状評価と今後の対策、実施期限を整理し、AMR対策マニュアル更新に向けた基盤を整

えた。これらの活動は、医療機関間ネットワークの強化や各国の対応体制の把握に寄与

するとともに、WPROとの連携の下、アジア太平洋地域におけるAMRアウトブレイク対

策の向上およびAsia-Pacific One Health Initiative on AMR（ASPIRE）の推進に貢献した。 

 

 

研究分担者  
黒須 一見  
国立感染症研究所 薬剤耐性研究センター 
中下 愛実  
国立感染症研究所 応用疫学研究センター 
 

 

Ａ．研究目的 

様々な微生物の薬剤耐性（AMR）は、

今なお世界的な公衆衛生上の大きな課題

である。国内で様々な薬剤耐性菌が監視

されているが、その集団発生をいち早く

捉えて対応していく事は依然として医療

現場や公衆衛生における課題である。本

研究では国内外の薬剤耐性菌による集団

発生対策に関し、WHO西太平洋地域事

務局（WPRO）とWHO国事務所が保健省

とともに実施した医療施設AMRアウトブ

レイク対応力強化指導者研修に参加し、

途上国における対応力強化の課題を検討

した。 

WPROは、2022年に作成した薬剤耐性

菌アウトブレイク対応ガイダンスを元

に、各国での対応力強化を進めている

1)。その活動の一環として、①AMRアウ

トブレイクの探知・リスク評価・対応に

係る10のステップを学び、病院環境にお

ける AMRアウトブレイク対応能力を強

化すること、②現時点での取り組みに関

して、円滑にできている点や課題点を整

理し、今後WHOを含めた外部からの支

援が必要な対策を議論すること、③ワー

クショップでの学びを他医療機関に展開

別添３ 

別紙３ 
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する段階的な取り組みについて検討し、

通常の能力開発プログラムにどのように

組み込むかを議論することの3点を目的

とするワークショップをベトナムで実施

した。 

また、ラオス人民民主共和国（ラオ

PDR）においても同様の研修を実施し

た。ラオPDRでは、研修に先立ち前年に

アウトブレイクを経験した病院の視察を

実施し、現地の病院の様子を把握した。

研修では、7の中核病院（30名）を対象

とし、ESBL産生肺炎桿菌を題材とした

シナリオに基づくグループワークを実施

した。記述疫学に関する技術支援、なら

びに日本におけるアウトブレイク対応経

験の共有を通じて研修を支援し、医療機

関間の活発な議論と参加者間の認識共有

を促進した。 

本研究では、当該ワークショップへの

支援と参加を通して、両国における薬剤

耐性菌による集団発生対応（実地疫学調

査含む）の状況を把握するとともに、ア

ジア太平洋地域における薬剤耐性菌集団

発生対応の準備状況や実地疫学専門家養

成コース（FETP）の対応力強化への関わ

りについての情報収集を行うことも目的

とした。 

 

Ｂ．研究方法 

１．ベトナム研修での研究 

2025年11月25-27日の3日間、WPROと

WHOベトナム事務所、ベトナム保健省

が開催した、10の中核病院（各病院5

名）を対象とした医療機関AMRアウトブ

レイク対応力強化のためのワークショッ

プで、WPROが作成したシナリオをベー

スにしたケーススタディが行われ、そこ

に協力した。パネルディスカッションで

はモデレーターとして活発な議論を促す

ことに加え、記述疫学に関する技術的な

支援を行い、本邦でのアウトブレイク対

応の経験について提示するなど、WPRO

担当者とともにワークショップを支援し

た。 

２．ラオPDR研修での研究 

2026年2月11-13日の3日間、WPROの主

催で、WHO ラオPDR国事務所がワーク

ショップを実施した。対象は、7の中核

病院から多職種の30名。WHO西太平洋

地域事務局が作成したシナリオをベース

としたグループワークが実施され、我々

は、記述疫学に関する技術的な支援を行

い、本邦でのアウトブレイク対応の経験

に基づいて助言するなど、WPRO担当者

とともにワークショップを支援した。 

（倫理面への配慮） 

本研究は個人情報を扱うあるいは資料

を扱う研究ではないため、倫理面の問題

はない。 

 

Ｃ．研究結果 

１．ベトナム研修での研究 

ワークショップには50名の参加者が参

集した。参加者は生成AI等を使用し手早

く計算等を実施できていたが、記述疫学

にあまり慣れていない参加者も見受けら

れた。2病院を同グループとして複数の

グループワークに取り組んでもらったこ

と、ベトナムで実際に多くの患者から検

出されているカルバペネム耐性腸内細菌

目細菌感染症をシナリオのテーマに選択

したこと、今回、独自な取り組みとして

「カンジダ・アウリス」、「AMRアウト

ブレイクにおける抗菌薬適正使用の役
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割」、「AMR感染症症例が多数発生した

際の対応」についてのディスカッション

セッションを設けたことから、医療機関

の枠を超えた活発な議論が行われた。ま

た、グループ発表を通じて全体での認識

共有が高まり今後の具体的なアクション

ポイントについても議論を行うことがで

きた。一方で、ワークショップ全体を通

して、ベトナムのFETPの関与は少なかっ

た。 

２．ラオPDR研修での研究 

ワークショップに先立ち、前年にアウ

トブレイクを経験した参加病院（Mother 

and Child hospital）を視察し、実施された

感染対策について意見交換を行った。   

ワークショップには30名の参加者が参

集した。参加者は病院ごとに多職種でグ

ループワークを実施して活発な議論がな

され、病院間での意見交換も盛んに行わ

れた。WHOのアウトブレイク調査・対

応ガイドラインについてはよく理解され

た。 

シナリオのテーマは同国で検出される

ことが多い、ESBL産生肺炎桿菌とし

た。しかしながら、実際にAMR感染症の

対応を行っている病院は偏りがあり、

AMR対応が重要である認識はあるもの

の、馴染みがない参加者も多く見受けら

れた。また、参加病院の中には、培養検

査が実施できない、感染予防・管理

（IPC）のシステムがない病院も多く、

院内の耐性菌分離状況が把握されていな

い状況であった。各医療機関は、ワーク

ショップの前半を通じて自身の病院での

AMR対策の現状を把握し、後半でAMR

対策のアクションポイントを整理し、今

後実施可能な対策とその期日を設定する

ことができた。 

 

Ｄ. 考察 

ベトナム研修では、多くの参加者が、

ベトナム語版AMRアウトブレイク対応ガ

イダンスを参照しワークショップに取り

組んでおり、系統的なアウトブレイク対

応の知識を持ち合わせていない参加者同

士が共通認識を持つためにガイダンスや

グループワークが有用だった。 

ラオPDR研修でもグループワークは有

効であり、特に病院の臨床・感染管理対

応力にばらつきが大きかったため、病院

ごとの機能を生かした対応などが話し合

われた。特に、検査に関しては、基本的

な検査ができない病院も多く、アウトブ

レイク探知にはイベントベースサーベイ

ランスの考え方や活用が重要であるとい

う議論があった。 

リスク評価に関しては、概念の理解を

深める取り組みが必要であると考えられ

た。 

活発な議論を行う事で、現地での病院間

のネットワーク強化としても重要な機会

になったと考えられた。本邦以外での薬

剤耐性菌集団発生対応の準備状況やFETP

の対応力強化への関わりについての情報

収集を行う貴重な機会になった。 

アジア太平洋のAMRアウトブレイク対

策の改善に関しては、今後も、WHO西

太平洋地域事務局と連携しつつ、AMR 

に関するアジア太平洋ワンヘルスイニシ

アチブ（Asia-Pacific One Health Initiative 

on AMR：ASPIRE）の理念に照らし合わ

せて効果が見込まれる活動を更に推進し

ていく事が重要と考えられた。 
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Ｅ．結論 

WPROと足並みをそろえ、研修を通じ

たアジア太平洋のAMRアウトブレイク対

策の改善は、AMR に関するアジア太平

洋ワンヘルスイニシアチブ（Asia-Pacific 

One Health Initiative on AMR：ASPIRE）

の推進につながる。 

 

F. 健康危機情報 

特記すべきもの無し。 

 

G. 学会発表 

1．論文発表 なし 

2．学会発表 なし 

 

H. 知的財産権の出願・登録状況 

特記すべきもの無し。 
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